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平 成 ２ ４ 年 ３ 月 ５ 日

国土交通省東北地方整備局

胆 沢 ダ ム 工 事 事 務 所

第３回「胆沢ダム長期安全性点検委員会」の開催について

標記委員会について、下記のとおり開催いたします。

記

◆日時：平成２４年３月６日（火） １３：００

◆胆沢ダム工事事務所会議室（奥州市胆沢区若柳）

◆主な内容（予定）

・洪水吐き、監査廊等の補修結果について

・その他

会議は非公開ですが、頭取りは可とします。なお、議事概要については後日ホ

ームページに掲載します。

＜発表記者会：奥州市記者クラブ、日刊岩手建設工業新聞社、建設新聞社＞

問い合わせ先

国土交通省 東北地方整備局 胆沢ダム工事事務所

電話 ０９１７－４６－４７１１

技術副所長 藤原 政幸 内線２０４
ふ じ わ ら ま さ ゆ き

建設専門官 佐々木健一 内線４０２
さ さ き けんいち



「胆沢ダム長期安全性点検委員会」の設立趣旨

現在胆沢ダムを建設中の奥州市では、東北地方太平洋沖地震（平成２

３年３月１１日発生）及びその余震（平成２３年４月７日発生）におい

て、それぞれ震度６弱の震度が観測された。

、 （ ） 、また 岩手・宮城内陸地震 平成２０年６月１４日発生 においても

震度６強が観測されている。

岩手・宮城内陸地震では、ダム堤体の盛立工事において盛り立て面の

上面にひび割れが発生したり、大規模なコンクリート構造物である洪水

吐き工事においてひび割れやずれが発生したりする被害が発生したが、

各工事において再盛り立てやコンクリートの再打ち込み等を既に完了し

ている。

また、東北地方太平洋沖地震では、ダム堤体等に設置した観測計器に

よれば大きな変状等は発生しておらず、地震による影響は軽微と考えら

れるが、ダム堤体内の管理用通路内において少量の濁水の流出という現

象があった。

こうした経緯等に鑑み、平成２６年度から予定しているダムの本格運

用に万全を期すため、有識者からなる委員会を設立し、岩手・宮城内陸

地震被災後に再施工した箇所を含む本ダム全体を対象に、東北地方太平

洋沖地震及びその余震後の安全性を点検するものである。



「胆沢ダム長期安全性点検委員会」の委員一覧

・ 松本 徳久（政策研究大学院大学 客員教授）

・ 水野 光章（元（財）水資源協会 専務理事）

・ 山口 嘉一（土木研究所水工研究グループ上席研究員）

（五十音順、敬称略）

事務局：胆沢ダム工事事務所




